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東京ビッグサイト 西ホール・会議棟 ●主 催 ：（株）東京ビッグサイト

●特別協力：東京都

10:00-17:00

災害、犯罪、あらゆるリスクに対処する

● 後　援 ： 内閣府政策統括官(防災担当)　警察庁　復興庁　消防庁　文部科学省　厚生労働省　経済産業省　国土交通省　気象庁
　　　　　  海上保安庁　防衛省　全国知事会　全国市長会　全国町村会　全国消防長会　アメリカ大使館商務部
　　　　　 （独）情報処理推進機構　（独）日本貿易振興機構（ジェトロ） （順不同・申請予定）
● 運　営 ： アテックス（株） 出展のご案内



開催概要

開催にあたって

ごあいさつ

名　　称 ：  危機管理産業展(RISCON TOKYO)2017
会　　期 ：  2017年10月11日（水）～13日（金） 3日間  10:00～17:00
会　　場 ：  東京ビッグサイト 西ホール、会議棟
主　　催 ：  （株）東京ビッグサイト
特別協力 ：  東京都
後　　援 ：  内閣府政策統括官(防災担当)　警察庁　復興庁　消防庁　
 文部科学省　厚生労働省　経済産業省　国土交通省　気象庁　海上保安庁　防衛省　
 全国知事会　全国市長会　全国町村会　全国消防長会　アメリカ大使館商務部　
 (独)情報処理推進機構　(独)日本貿易振興機構（ジェトロ）　他 （順不同、申請予定）
協　　賛 ： (一社)日本経済団体連合会　(公社)経済同友会　 日本商工会議所　全国商工会連合会　
 (一社)日本在外企業協会　(公財)公共政策調査会　(一社)全国警備業協会　
 (公社)日本防犯設備協会　(公財)日本消防協会　(一社)日本火災報知機工業会　
 (一財)日本防火・危機管理促進協会　(一社)日本損害保険協会　(一社)日本防衛装備工業会　
 日本赤十字社　(一社)日本ガス協会　(一社)日本原子力産業協会　(一社)日本内燃力発電設備協会　
 (一社)日本免震構造協会　(公社)日本空気清浄協会　(一社)日本オフィス家具協会　定期航空協会　
 (一社)日本ケーブルテレビ連盟　全国商店街振興組合連合会　(特非)日本データセンター協会　
 (特非)日本防災士会　(一社)電気通信事業者協会　(公社)日本ファシリティマネジメント協会　
 (一財)エンジニアリング協会　(一社)日本標識工業会　原子力損害賠償・廃炉等支援機構　
 (一財)日本サイバー犯罪対策センター （順不同、申請予定）
運　　営 ：  アテックス(株)
展示規模 ： 350社 550小間（共同出展含む・予定）
入 場 料 ： 2,000円（税込・消費税8%）※招待券持参者・WEBによる事前登録者は無料
特別併催企画展 ： テロ対策特殊装備展(SEECAT)’17

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を目前に控え、世界中の眼差しが東京に注がれています。大会の成功、そして、その先にある東京のさら
なる発展の大前提となるのは、東京で暮らす皆様、東京を訪れる皆様全ての安全・安心の確保であります。

　今日、世界ではテロが多発しており、我が国も決して他人事ではありません。首都直下地震など自然災害への万全の備えも不可欠です。安全・安心に対する都
民のニーズは、これまで以上に高まってきています。

　私は、「都民ファースト」の都政を展開し、これまでにない「新しい東京」を実現したいと考えております。昨年12月には「都民ファーストでつくる『新しい東京』
～2020年に向けた実行プラン～」を策定し、「セーフ シティ」「ダイバーシティ」「スマート シティ」、３つのシティの実現に向けた道筋を明らかにいたしました。
安全・安心・元気な「セーフ シティ」の実現にあたっては、様々な自然災害のリスクを踏まえ、耐震化・不燃化、無電柱化、河川の整備などの取組を確実に進めると
ともに、消防団、町会・自治会などを活性化し、地域での助け合いを強固なものとしていきます。また、東京2020大会を見据えたテロ対策や身近な犯罪の防止な
どを徹底し、治安の良さや生活の安心を実感できる世界一安全な都市・東京を実現してまいります。

　株式会社東京ビッグサイトが主催する「危機管理産業展」は、防災・減災対策からセキュリティ・テロ対策まで、国内外の危機管理に関する
製品・技術・サービスを幅広く対象とした総合展示会です。関連する産業界の皆様には、本展示会における商談・情報発信・交流を通じ、危機
管理産業の益々の成長・発展、そして、首都東京のさらなる安全・安心に寄与されることを期待しております。
　多くの皆様が本展示会に参加されることを心より願っています。

平成29年2月

　当社は、2017年10月11日から13日の3日間にわたり、東京都の特別協力のもと、「危機管理産業展（RISCON TOKYO）2017」を開催いたします。
本展示会は、国内唯一の「危機管理総合トレードショー」として、2005年から毎年開催し、今回で13回目の開催を迎えます。

　近年我が国は、想定を超える大地震、大雨、大雪、火山噴火等の自然災害に加え、建物の老朽化や大規模火災、多様化する犯罪など、幾多の危機に直面してま
いりました。こうした危機に備えて安全・安心な社会を実現するために、本展では、様々なリスクに関する喫緊の課題を取り上げ、危機管理分野における日本の高
度な技術力を世界に発信してきたものと自負しております。

　本年の開催に向けては、昨年度と同様に「防災・減災」「セキュリティ」「事業リスク対策」の3分野を柱に、サイバー空間における脅威への対策にフォーカスをあ
てた特別併催企画「サイバーセキュリティワールド」についても継続的に実施し、その着実な発展を図ってまいります。
 また、専門セミナーの開催や各防災機関の施策・取組を紹介するブースの設置など、主催者企画についても、時宜にかなった新たなトピックスを確実に取り上げ、
国・自治体をはじめ、民間企業の経営幹部、総務・防災・セキュリティ・施設管理・情報技術担当者など危機管理にかかわるあらゆる来場者を誘致いたします。

　本展が商談を通じた参加企業のビジネス拡大の場として、そして情報発信を通じた行政と産業界の交流の場として、真に有益な展示会とな
るよう努めてまいります。
　関係各位におかれましては、本展示会の開催趣旨をご理解いただき、積極的なご支援、ご参画を賜りますようお願い申し上げます。

平成２９年２月

東京都知事

株式会社東京ビッグサイト
代表取締役社長

竹花　豊



製造業
24.2％

国・自治体
13.0％

卸売・小売業
14.0％

(前回風景)

来場のためのプロモーション活動

関係機関による展示：東京都パビリオン
「首都東京の危機管理」をテーマに、関係機関による施
策の情報発信や装備品の展示等を実施します。

関係機関による展示：装備品等の展示
災害発生時に活躍する消防装備や自衛隊の装備品等
の展示。東京消防庁による救出ロボットの紹介・実演
や、自衛隊の車両等の展示を企画しています。

【基調対談】
■日本が取るべき針路 ～激動するアジア情勢の中で～
【基調講演】
■想定すべき大規模な火山災害とその対策について
【シンポジウム】
■熊本地震の教訓からみる首都直下地震等への備え
【危機管理セミナー】
■2020年に向け日本企業に求められるBCP
■労働災害ゼロに向けた安全文化構築と、緊急時の対応
■世界に通用する“事業継続計画（BCM）”の
　構築を目指して
■ネットワーク型多目的カメラシステムにおける
　プライバシー課題とその対策
■海外の最新事例に学ぶ ～2020年に向けたセキュリティ対策
■被災自治体の支援の必要性 ～災害対応の人的支援体制を作れ～

RISCONならではの併催行事

カンファレンス

●セッション例（2016年実績・抜粋）
危機管理の専門家を招き、展示内容とリンクしたテーマでカンファレンスを多数開講。

メールマガジン
RISCONの展示内容やセミナーなどの最新情報を、 バイヤー・ユーザーへ向けて
随時配信し、ユーザーの来場意欲を喚起します。

ＷEBサイト 
●検索機能強化
来場者が求めるソリューションをより早く、より正確に見つけられるよう、公式
WEBサイトにおいて来場者が気になるキーワードでの紹介・検索機能を実装し
ます。(初公開／新製品／実演・デモなどを予定）
●アポイントシステム
検索ページ／検索結果ページからアポイント予約ページを連動させ、商談意欲の
高い来場者からのアプローチを支援します。

メディア展開（来場ターゲット別の広告・記事掲載）
●テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等への情報発信を行います。 
・ 後援機関や協賛団体の会報誌・機関紙への記事掲載
・ 業界紙誌や産業紙、省庁向け機関誌等の紙面広告
・ 報道機関向けプレスリリースの発行
・ twitterによるソーシャルプロモーション

招待券の配布
●RISCONが持つ幅広いネットワークを活用し、 35万部におよぶ招待券を一斉に
配布します。 
・ 官公庁を含む後援機関やユーザーとなる協賛団体
・ 危機管理行政の幹部
・ 企業の経営者、総務、防災、警備、施設管理、危機管理担当者等

海外来場者の誘致
●ジェトロ共催の「海外バイヤーとの個別商談会」や危機管理に係る各種海外視察
団の誘致を企画中です。危機管理意識の高い海外来場者へ、ピンポイントでア
ピールできる機会の創出を図ります。

出展者

検索 マッチング
申込

申込者と
コンタクト

事前に
アポイント確認

アポイント
申込フォームが届く 会場で

商談
来場者

2 自治体の危機管理担当者、企業の総務部門へのPRチャンス

3 充実した情報発信、コアな出展者・来場者の情報交流・商談の場

1 「防災・減災」、「セキュリティ」、「事業リスク対策」を横断的にとらえた 国内最大級の危機管理トレードショー
災害、犯罪、事業活動におけるあらゆるリスクに対応す
る資機材・システムを網羅した危機管理トレードショー
です。国内では「危機管理総合見本市のトップラン
ナー」として知名度は抜群です。危機管理マーケットへ
の新規参入、市場拡大に向け、多くの企業・団体に活用
されています。

中央省庁や東京都をはじめとした自治体関係者の来場
が多いのが特徴です。
あわせて、民間企業からは製造業をはじめ、卸・小売業、
情報通信業などのあらゆる業種の総務部門・危機管理
部門が多数来場します。幅広い来場者層に対し、自社の
製品・技術をアピールし、商談に結びつけるチャンスで
す。

RISCON内では最新のトピックスにフォーカスした集中展示エリアを配置。【右ページ参照】
また、国内唯一のテロ対策専門展「SEECAT」、サイバー空間の脅威に対処する「サイバーセキュリティワールド」といった時宜をとらえた併
催企画により、専門的な来場者の誘致を実現します。あわせて、業界著名人の講演会や多角的な専門セミナーなど、コアな業界関係者が
一堂に集う情報交流拠点として、RISCONは高い評価をうけています。

とは・出展のメリット

その他 11.9％※ その他 16. 8％

公務員・
団体職員
23.7%

商業施設 0.3％
町会・自治会・

マンション管理組合 1.1％
交通・ライフライン 1.5％

医療・福祉 1.7％
運輸業 1.8％

不動産・ディベロッパー
2.1％

警備 4.8％
建設業 5.2％
サービス・金融・

コンサルタント業 8.6％
情報通信業 9.8％ 

法務・監査 0.3%

広報・宣伝 1.0%

生産 1.0%

情報システム 2.7%

施設管理 5.0%

研究・開発 6.7%

企画・調査 7.7%

経営者・役員 8.7%

来場者業種別構成比 来場者職種別構成比

総務・経理・
人事
13.4%

営業・販売
13.0%



●耐震・免震・制震技術、装置
●転倒防止器具
●緊急地震速報
●シェルター　など

出 展 対 象

集 中 展 示 エリ ア

防災・減災ゾーン
～災害対策を網羅する～

セキュリティゾーン
～防犯対策を網羅する～

事業リスク対策ゾーン
～自治体・企業活動を取り巻くリスク対策を網羅する～

災害対策
ロボット・ドローン

非常時通信・
ウェブ会議システム 停電・節電対策 情報漏洩・

マイナンバー対策

耐震設計
耐震化推進

地場発（自治体・機関）
アイデア防災製品

ユニット

2020TOKYO
セキュリティ AIセキュリティ 工場・現場の安全対策 データ・オフィス

リスク分散対策

来 場 対 象

●国の防災・治安対策担当者
●自治体の危機管理担当者／防災担当者／防犯担当者
●警察／消防／自衛隊関係者　など

●発電所／港湾／航空／鉄道／道路／ライフライン
●大型商業施設／アミューズメント施設　など

●製造業／製造工場
●卸売・小売業／
　物流・運輸業
●情報通信

●建設／ディベロッパー／
　不動産／ビル管理会社
●警備　など

●病院／福祉施設
●学校など教育機関

●町会・自治会／商店街／ボランティア組織
●マンション管理組合　など

国・自治体

インフラ・施設

民間企業

病院・学校

コミュニティ

国・自治体をはじめ、
民間企業の経営幹部、総務・防災・セキュリティ・

施設管理・情報技術担当者が来場

災害・犯罪・事業リスクをはじめ、あらゆるリスクに対処する

地震対策 水害・雷害・
雪害・竜巻対策

監視・防犯
システム・カメラ

入退室管理
外周セキュリティ 警備サービス救助・救出

救急医療

火災対策 盗難対策 防犯グッズ 地域防犯 リスク保険 リスクコンサルティング
サービス

海外展開
リスク対策

その他
災害対策全般 ホームセキュリティ 違法薬物対策 その他

セキュリティ全般
物流・輸送
リスク対策

環境リスク
対策

その他
BCP対策全般

●災害監視・観測／気象情報
●救命胴衣／救助ボート
●土のう／防水板・止水板
●避雷・防雷システム・機器
●除雪機　など

●救助資機材／搬送機器
●投光器
●AED・蘇生器
●DMAT 資機材　など

●監視・防犯カメラ／ダミーカメラ
●画像伝送ネットワーク
●画像改善・解析装置
●遠隔監視システム
●防犯カメラシステム構築
　サービス　など

●セキュリティゲート
●入退管理ゲート／
　侵入検知・防止機器
●カードリーダーシステム
●センサーライト・アラーム
　など

●常駐警備サービス
●機械警備サービス
●警備ロボット
●装備・護身具
●総合ビル管理システム
　など

●無線機・防災行政無線
●衛星通信
●安否確認システム
●緊急通報システム
●WEB・TV会議 など

●発電機／蓄電池／UPS
●エネルギー管理システム
●移動式電源車
●LED照明 など

●金庫／倉庫／ロッカー
●シュレッダー
●機密情報廃棄サービス
●従業員管理
　（勤怠管理、私物管理、
　位置検知システム）　など

●消火器具・システム
●火災報知機・警報機
●防火・耐熱服
●消防車／可搬ポンプ
　など

防災ICT

●緊急速報／安否確認
●被害予測／情報収集
●コミュニティ形成・生活支援
●遠隔コミュニケーション
●防災アプリケーション
　など

感染症対策

●マスク・防護服
●消毒・除菌剤
●除染資機材　など

非常食
備蓄品

●レトルト・インスタント食品
●ミネラルウォーター・缶詰
●避難所資機材／簡易トイレ
●帰宅支援ツール
●飲料水製造装置
●備蓄物資　など

老朽化インフラ・
復興対策

●非破壊検査機器・ロボット
●工事、新工法、新技術
●建設機械・機器・資材
●がれき・土砂・ヘドロ処理
　など

●万引き防止システム(EAS)
●防犯ゲート
●防犯タグ／電気錠
●警報機器
●防犯ガラス／カラーボール
　など

●防犯装備・護身具
●防犯パトロール用品
●個人向け装備品･携行品 
　など

●防犯灯
●街頭防犯カメラシステム
●防犯自販機　など

●業務災害補償各種保険
●ドローン保険
●サイバー保険
●個人情報漏洩保障　など

●各種リスクコンサルティング
●BCP・BCM策定支援、
　運用支援　など

●海外安全情報
●海外危機管理体制構築支援
●海外赴任者教育プログラム
●現地警護サービス
●緊急時アシスタントサービス
　など

●災害用特殊車両
●総合防災システム
●災害情報発信ツール
●避難誘導システム
●その他、上記に分類されない
　災害対策資機材・サービス

●災害用特殊ロボット／
　救助ロボット／
　無人探査機
●インフラ検査ロボット
●災害対応、施設点検、
　測量向けのドローン・
　UAV
　など

●防災産業を支援する
　自治体・支援機関・
　団体
●自治体・機関が取りま
　とめたアイデア防災
　製品・技術・サービス
　等を扱う企業の集合体
　など

●耐震設計住宅・建物
●耐震化技術
●耐震診断
●耐震支援融資制度
（自治体）
●制震技術・工法
●免震技術・工法
　など

●ボディスキャナー
●チケットレス入退管理システム
●デジタルサイネージ
●生体認証・顔認証システム
●群衆行動解析システム
●多言語対応防犯資機材
　など

●人工知能（AI）
●ＩＰカメラ
●検知システム
●ネットワーク
●各種センサー
●映像管理ソフトウェア
　など

●ヘルメット／安全帯・ハーネス／
　防護服　
●警報システム／
　ガス・化学物質検知器・警報機
●墜落防止装置／
　工作機械・プレス機械の安全装置／
　飛散防止具　
●健康管理システム／
　ウェアラブルヘルスモニタリング機器
　など

●データセンター
●サテライトオフィス
●クラウドサービス
●企業誘致をする地方自治体　など

●見守りサービス・システム
●スマートロック・補助錠
●テレビドアホン・インターホン
●警報装置・センサー
●リモート監視システム
　など

●薬物検査キット
●薬物検知器　など

●総合セキュリティシステム
●上記に分類されない
　セキュリティ資機材・
　サービス

●ドライブレコーダー／
　デジタルタコグラフ
●飲酒運転防止装置／
　アルコール検知器
●反射材
●先進運転支援システム／
　自動運転技術　など

●土壌汚染対策
●アスベスト除去
●ダイオキシン類除去
●除染資機材　など

●上記に分類されない
　BCP対策資機材・サービス

展示ホール構成

西3・4ホール

西1ホール

※予定(2017年3月時点)

西2ホールは
使用しません

防災・減災

セキュリティ

サイバーセキュリティワールド

事業リスク対策

国際連携

●4年連続で開催し、大好評だった海外バイヤーとの個別商談会を今年もRISCON内
　で開催予定。
●日本の優れた防災・防犯機器等の調達に特に関心の高い外国企業(海外バイヤー)を
　広く世界中から招聘する予定です。

ジェトロ共催・海外バイヤーとの個別商談会（予定）

■前回実績
【海外バイヤー】12ヵ国・12社
【商談件数】161件（うち事前アレンジ139件）　【成約件数】 76件（見込み含む）

連 携 連 携

主催者企画展示（予定）

災害対策ロボット実演コーナー AIセキュリティワークショップ
防災「産業」の開発・普及に積極的な全国の自治体や工
業技術センター、機関等の取り組みを紹介するパネル展
示コーナー。
※出展者限定。該当出展者（自治体・機関）は事務局までお問い合
　わせください。

災害対策で活用が見込まれる先進的なロボット、ドローン
等の実演コーナー。

AIを活用した「防犯」の事例紹介セミナー。人工知能の
基礎から、防犯分野での有用性等のセッションを開催。
　

応援！防災産業振興コーナー

サイバーセキュリティにフォーカスしたRISCON TOKYOの特別併催企画。
自治体の危機管理担当者や民間企業の総務担当者といったRISCON来場者
のほか、SEECATに来場する治安関係者、重要インフラ事業者に最新のサイ
バーセキュリティソリューションをＰＲできる絶好の機会。詳細は、別冊「サイ
バーセキュリティワールド2017出展のご案内」をご覧ください。

サイバーセキュリティワールドRISCON TOKYO
特別併催企画

RISCON TOKYOの特別併催企画展。「テロ対策」に特化した国内唯一の展示
会。テロ対策用の特殊資機材やハイスペックなセキュリティ機器が出展。来場
者を「治安関係者や航空・交通・発電所等の重要インフラ事業者に限定」した
「クローズドショー」です。詳細は別冊「テロ対策特殊装備展(SEECAT)’17出
展のご案内」をご覧ください。

テロ対策特殊装備展

同時開催
RISCON TOKYO
特別併催企画展



１）基礎小間
隣接する小間がある場合、境界を仕切る
バックパネル、サイドパネル、
小間番号板を設置します。
※カーペットはありません。
※独立小間にはパネルは設置しません。
　また角小間など隣接する小間のない場合、
　サイドパネルは設置しません。

並列（シングル）小間・4小間例

バックパネル

2m

2.7m

12m

3m

サイドパネル

複列（ダブル）小間・6小間例

4m

1m

9m
6m

2.7m

サイドパネル
２）小間タイプ
以下の3種類があります。
●並列小間
●複列小間
（4小間以上）
●独立小間
（12小間以上）

　

３）小間位置の決定
各出展者の小間位置の決定は、出展内容、出展規模、実演の有無、
出展申込順等を考慮し、会場計画に基づき主催者が決定します。

◆小間規格について

１）申込方法

２）申込締切り

出展申込書（別添）に必要事項をご記入の上、下記事務局にご提出ください。

３）申込の保留・取り消し
出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断した場合、
主催者はその受付を保留または拒否することがあります。

危機管理産業展（RISCON TOKYO）事務局
〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル4階 アテックス(株)内
Tel.03-3503-7641　Fax.03-3503-7620

申込締切り：2017年5月31日（水）但し、予定小間数に達し次第締切ります

◆申込方法について

１）出展小間料金
●基礎小間：388,800円（税込・消費税8%）／1小間

●屋外スペース小間：21,600円（税込・消費税8%）／㎡(最低18㎡から、㎡単位)
※1小間＝9㎡（間口3ｍ×奥行3ｍ×高さ2.7ｍ）

※屋内1小間以上の展示が前提です。 ※設置期間：10/11（水）～13（金）　※西屋上展示場

　  

◆出展小間料金について

２）角小間指定料金　出展お申込時に、有料で角小間をご指定いただけます。

162,000円（税込・消費税8%）
※小間数に関わらず、上記の料金です。
※4小間以上お申込の場合は、原則として角小間になりますので指定は不要です。 
※指定のない小間に関しては、小間数、申込順等を考慮して配置します。

４）出展小間料金に含まれないもの
①出展者の自社小間の装飾、設営、運営費
②自社小間内の電気、水道、ガス等設備工事費および使用料
③公式WEBサイト等の広告掲載料
④自社出展機器などに対して付保した損害保険料
⑤展示・実演および搬入出作業の際に発生した対人傷害などの事故にかかる費用
⑥法令および展示規則に基づく展示装飾等の改修費用
⑦その他、出展小間料金に含まれない費用

３）出展小間料金に含まれるもの
①出展小間スペース（バックパネル、サイドパネル）
②招待券（出展小間数に応じた規定枚数）
③主催者による企画運営費および広告宣伝費
④公式WEBサイト、会場案内図等への社名掲載
⑤主催者による安全管理費、要員費および警備費

主催者が申込書記載内容を確認後、請求書を発送します。

支払期限：2017年6月30日(金) ※振込手数料は申込者がご負担ください

 ［振込先］みずほ銀行 東京営業部 普通預金 口座番号４０５０６８４
　　　　  口座名義：株式会社東京ビッグサイト 危機管理産業展

５）出展小間料金の支払い方法

キャンセル料

一度申し込んだ出展の取り消し・変更は原則としてできません。
万一申込者により取り消し、または変更があった場合は、下記のキャンセル料が発生します。

６）キャンセル料

書面による解約通知を受理した日

基礎小間（9m2）

2.7m

2m
1m

3m

小間番号板（社名入り）

RISCON TOKYO事務局

Tel: 03-3503-7641 Fax:03-3503-7620   E-mail:ofc@kikikanri.biz  

※1～3小間は
　シングル小間です。

出展要項

2017年 3月 出展募集開始

出展申込締切

出展小間料金支払期限

危機管理産業展 2017
(RISCON TOKYO)

10月11日～13日

出展者説明会（予定）7月下旬

5月31日

6月30日

スケジュール

お問い合わせ

会場

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2　大同生命霞が関ビル4階　アテックス(株)内 

東京ビッグサイト(東京国際展示場)
〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1

2017年6月30日(金)以前
2017年7月1日(土)以降

出展小間料金(税込総額)の50％
出展小間料金(税込総額)の100％

販促拡大ツール

◆ルームプレゼンテーション
●展示会場2階フロアの専用ルームで、関心の高い来場者を対象に、時間をかけた
　十分なプレゼンテーションができます。

※ルームプレゼンテーション、ステージプレゼンテーションのテーマ・開講会社名は、公式WEB
　サイト、招待券、会場内の配布物などでも幅広く告知します。またプレゼンテーション終了後、
　当日聴講された方の情報を提供いたします。

①公式WEBサイトのバナー広告

料 金：162,000円（税込・消費税8%）/ 60分
会 場：西1ホール2階会議室
定 員： 80名（予定）
備 品：スクリーン、プロジェクター、演台、マイク、聴講者用イス（予定）

◆ステージプレゼンテーション
●オープン形式の特設ステージで、サービス紹介や、ショー形式の新製品発表会、
　公開討論会など、多数の来場者に対して抜群の訴求効果が期待できます。

◆広告（WEBバナー、会場マップ、メルマガ）
自社ブースへの集客やターゲットとする来場者へのアプローチに最適な、有料広告を
ご活用ください。

料 金：162,000円（税込・消費税8%）/ 45分
会 場：RISCON会場内 特設ステージ
定 員： 150名（予定）
備 品：スクリーン、プロジェクター、演台、マイク、聴講者用イス（予定）

料 金：162,000円（税込・消費税8%）
概 要：掲載保証期間：2017年7月～2018年1月（7ヶ月間）料金ご入金後の掲載
 WEBサイトは、会期前4ヶ月間で40万件のPV（2016年6月～10月実績）

②会場マップ広告

料 金：162,000円（税込・消費税8%）
概 要：会期中、全来場者に無料配布／25,000部(予定)

④メルマガ広告

料 金：162,000円（税込・消費税8%）
概 要：URL含む200文字まで／1回のみ利用可
配信時期：8月下旬～9月下旬（事務局決定）／配信予定件数：約40,000件

③セット広告（バナー＋会場マップ） ①と②をセットにしたお得なプランです。

料 金：270,000円（税込・消費税8%）


